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講義のテーマとねらい 

「政策って何？」「政策を研究するって何すること？」「政策についての議論って如何すればいいの？」 社会科学的視点
．．．．．．．

の習得 

成績評価 

(A) レポートの提出  詳細については別紙をご覧ください 

(B) 授業への積極的参加 単に出席するだけでなく，積極的に発言することが求められます 

〔評価基準比率〕：以下の 2つから，受講生（第 1回授業出席者）の希望を考慮して，1つを採用します（第 1回授業時に決定します） 

(1) (A)：100％  全受講生に適用 

(2) (B)：75％；(A)：25％ 積極的な発言を十分に行った場合（A以上の評価を求めるならばレポート提出は必須） 

(A)：100％  積極的な発言が十分でない場合（レポートのみに基づく成績評価） 
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Political Studies 31: 165-187. （講義の Sections 7-9(下記)のなかで言及される予定の研究事例） 

講義スケジュール 

I. イントロダクション 

1. 政策とは？政策研究とは？政策議論とは？ 秋吉他(1-2 章)，宮川(1-3 章) 

II. 政策について考える 

2. 問題解決策としての政策 秋吉他(5 章)，足立(1994: 4, 6 章)，宮川（4章） 

3. 政策を取り巻く環境 足立(1994: 7 章)，中道(2011: 13 章)，宮川(4 章) 

4. 政策をめぐる新たな展開 秋吉他(13 章)，岩崎(3-4 章)，中道(2011: 19 章) 

5. 政策と市民 中道(2011: 13 章) 

III. 政策研究について考える 

6. 政策研究の科学性 岩崎(1 章)，中道(2008: 2 章)，松田・竹田(序, 1, 終章)，宮川(3 章) 

7. 政策研究における計量分析と事例研究 中道(2011: 6, 7, 10 章)，松田・竹田(特に序, 1, 2, 3, 6 章) 

8. 政策研究における演繹的・数理的考察 縣・藤井(特に 3-4 章)，岩崎(特に 6-7 章)，白鳥(特に 8-9 章)，宮川(6-8 章) 

  松田・竹田(1, 終章) 

9. 政策研究における規範的・哲学的考察 足立(1994: 1, 4 章)，秋吉他(1, 6 章)，中道(2008: 2 章)，中道(2011: 9 章) 

  松田・竹田(終章) 

10. 政策研究と政策決定 縣・藤井(9 章)，秋吉他(2, 3, 7, 10 章)，足立(1994: 1, 3 章)，岩崎(2 章) 

  白鳥(1-2 章)，中道(2011: 14 章)，宮川(6, 8 章) 

11. 政策研究と知識活用 足立(1994: 1, 3 章)，秋吉他(10 章) 

IV. 政策議論について考える 

12. 現代社会における議論 足立(1984: 序章)，中道（2011: 9 章） 

13. 議論の構造 足立(1984: 1-2 章)，岩崎(9 章)，中道（2011: 9 章） 

「十分」について 

 発言の回数は設定しませんが，なるべ

く毎回の授業での発言を目指してくだ

さい（発言の質・量を考慮します） 

 「十分」と認められた場合，レポート

を提出しなくても，単位取得は保障さ

れます（より良い評価を得るには，レ

ポートの点数の上積みが必要です） 

 「十分」か否かについては，最終回授

業までに，授業中にお伝えします（聞

き逃した場合は，後日メール等で担当

教員に確認してください） 


